
『晩春』（ばんしゅん）は、1949 年（昭和 24 年）に公開された小津安二郎監督の日本映画。上映時間 108 分 

 

解説 

紀子役の原節子とその父親役の笠智衆 

娘の結婚を巡るホームドラマを小津が初めて描いた作品であり、その後の小津作品のスタイルを決定した。小津

が原節子と初めてコンビを組んだ作品でもある。なお、本作および後年の『麦秋』（1951 年）、『東京物語』（1953

年）で原節子が演じたヒロインはすべて「紀子」という名前であり、この 3 作品をまとめて「紀子三部作」と呼

ぶこともある。  

 

あらすじ 

早くに妻を亡くし、それ以来娘の紀子に面倒をかけてきた大学教授の曾宮周吉は、紀子が婚期を逃しつつあるこ

とが気がかりでならない。周吉は、妹のマサが持ってきた茶道の師匠・三輪秋子との再婚話を受け入れると嘘を

ついて、紀子に結婚を決意させようとするが、男が後妻を娶ることに不潔さを感じていた紀子は、父への嫌悪と

別れの予感にショックを受けてしまう。マサの持ってきた縁談を承諾した紀子は、周吉と京都旅行に出かけ再度

心が揺れるが、周吉に説得されて結婚を決意する。紀子が嫁いだ晩、一人家に残る心を決めた周吉は、人知れず

孤独の涙を流す。  

 

キャスト 

曾宮周吉 - 笠智衆 紀子 - 原節子 北川アヤ - 月丘夢路 田口まさ - 杉村春子（文学座） 

評価・批評 

 

本作をめぐる論争の中に「壺のカット論争」がある。これは、終盤近くの京都の旅館のシーンにおいて、父親と

娘が枕を並べて眠っていると、床の間に置かれた壺が一瞬写り込むカットの意味をめぐるものである。アメリカ

の映画監督ポール・シュレイダーは、これを父と別れなければならない娘の心情を象徴する「物のあわれ」の風

情であると評している。また映画評論家のドナルド・リチーは、壺を見ているのは娘であり、壺を見つめる娘の

視線に結婚の決意が隠されていると分析する。一方、この二人に対して異議を唱えているのが、『監督 小津安二

郎』で小津映画の評価に新しい方向性を投げかけた蓮實重彦である。蓮實は、まず小津映画において、父子とは

いえ性別の異なる男女が枕を並べて眠っていること自体が例外的であり、またすべてを白昼の光の中に鮮明な輪

郭を持って描いてきた小津が、月光によって逆光のシルエットになっている壺を描いたことも例外であるとする。

そして蓮實は、それらから父と娘の間に横たわる見えない性的なイメージを読み取ろうとしている。娘が父に対

して性的コンプレックス（エレクトラコンプレックス）を抱いているのではないかという憶測を最初に投げかけ

たのは、映画評論家の岩崎昶である。岩崎は壺の意味については言及していないが、『キネマ旬報別冊 小津安二

郎・人と芸術』（1964 年）の中で、父娘の会話が旅館の寝床の上で交わされていることに注目し、父に対して性

的コンプレックスを抱いていた娘が、この旅館のシーンを転機に父から性的に解放される名シーンであると論じ

ている。  

 

一方で、これらの推測は、娘が壺を見ているという前提があるからこそ成立するものであるが、編集されたフィ

ルムを見る限り、娘は壺を見ていないとする反論もあり、性的か否か、壺を見ているか否かという論争は、今も

なお決着がついていない。小津生誕 100 年を記念して 2003 年に国際シンポジウムが東京で開催された際、出席

者のひとりだったポルトガルの映画監督マノエル・デ・オリヴェイラがこの問題について明確に「父子相姦」と

言及して、議論を巻き起こした。なお、杉村春子はこのようなカットを撮影する際に、小津から「気持ちを残し

たように演技してください」と注文を受けたと語っている。 


